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市民課からのお知らせ

本人確認
　ご請求者を確認する制度は、平成２０年５月１日より法律上の
ルールとなりました。ご自身の住民票や戸籍謄本を請求する
場合にも顔写真の付いた身分証明書の提示が必要です。顔写真
付きの身分証明書がない方は公的機関の発行した証明書類２点
の提示が必要となります。

顔写真付きの身分証明書
　運転免許証やパスポートのほかマイナンバーカードも身分証
明書としてご利用いただけます。

マイナンバーカード
　本人の名前、住所、生年月日、性別およびマイナンバーが印字された顔写真付きのカード
です。カードの作成を希望される方は、ご自身で顔写真を用意し郵送などにより申請します。
運転免許証やパスポートなどをお持ちでない方はぜひご利用ください。
※証明書の種類などご不明な点は市民課へお問い合わせください。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２

他の健康保険をやめたとき
国民健康保険への加入手続きは？
　離職日や喪失日のわかる書類を持参の上、市民課窓口で手続きをお願いします。
手続きしないと？
　どの健康保険にも加入しない場合は無保険状態となり、医療機関などを受診した場合、
その費用は全額自己負担となります。また、届け出が遅れますと、遅れてしまった期間に
かかった医療費は全額自己負担となるほか、国民健康保険税は資格を得た日まで、さかの
ぼって賦課されることになります。（最大５年間）

他の健康保険に加入するとき
国民健康保険をやめるときの手続きは？
　国民健康保険証と加入した社会保険証などを持参の上、
市民課窓口で手続きをお願いします。
手続きしないと？
　手続きをしない間は、国民健康保険税と社会保険料を
二重に賦課されてしまうことになります。
※社会保険等への加入手続中に、医療機関を受診する場合は、
　手続き中であることを病院の窓口に申し出てください。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２

みなさまの個人情報を守るため
住民票や戸籍謄本などの交付請求時には

本人確認にご協力ください

勝浦市国民健康保険
国民健康保険の手続きは 14 日以内に
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　平日に市役所へ来庁できない方のために、住民票、戸籍謄本の発行などの市民課窓口業務
の一部を「日曜開庁」として実施します。
　窓口にお越しの際は、運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、顔写真付き住民基
本台帳カードなど、ご本人確認ができる書類をご持参ください。

日曜開庁の概要
　開  庁  日　毎月第１および第３日曜日　　　開庁時間　８時３０分から１２時３０分まで
　開庁場所　市役所１階　市民課窓口
　取扱業務　・住民票、戸籍謄抄本、印鑑登録証明書などの発行
　　　　　　・印鑑登録（廃止を含む）　　・国民健康保険証の再交付
　※転入・転出の届出、国民健康保険資格の取得・喪失など、記録を更新する業務は扱いません。

平成２９年度の日曜開庁日

４月 ２日 ７月 ２日 １０月 １日 １月 ７日
１６日 １６日 １５日 ２１日

５月 ７日 ８月 ６日 １１月 ５日 ２月 ４日
２１日 ２０日 １９日 １８日

６月 ４日 ９月 ３日 １２月 ３日 ３月 ４日
１８日 １７日 １７日 １８日

　※市の行事などにより中止または変更することがあります。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２

国民年金加入の届出
　国民年金は、２０歳から６０歳までの全ての方が加入します。厚生年金に加入している方
が会社を退職したときは、手続きが必要となりますので、忘れずに届け出をしましょう。

こんなとき どうする 必要なもの
２０歳になったとき 第１号被保険者へ加入	 印鑑会社を退職したとき 資格喪失日の分かる書類

（退職証明書等）、年金
手帳、印鑑

配偶者の扶養から外れたとき 第３号から第１号被保険
者へ種別変更扶養している配偶者が６５歳になったとき

年金を請求する場合の届出
　年金の請求手続きの窓口は、加入した年金制度によって異なります。市では、厚生年金（第
３号被保険者も含む）や共済年金についての情報がありません。そのため、加入期間はもちろ
ん受給額などを計算することができませんので、請求に必要な要件や書類などはそれぞれの窓
口へお問い合わせください。お勤めされていた際の障害年金や遺族年金に関しても同様です。

加入内容 届出先
国民年金のみ、加入されていた方 市民課国保年金係
厚生年金に加入したことがある方 千葉年金事務所　☎０４３－２４２－６３２０

　　　茂原分室　☎０４７５－２３－２５３０
月～金曜日　８時３０分～１７時１５分
（祝祭日・年末年始を除く）

勤めたことはないが第３号被保険者期間の
ある方

共済組合員だった方 加入していた共済組合または年金事務所
厚生年金（国民年金）と共済組合の両方に
加入していた方 年金事務所と共済組合

問合せ　市民課国保年金係　☎７３－６６１１

平成 29 年度  市民課窓口の日曜開庁

国民年金の各種届出
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ご存知ですか？国民年金の各制度

　

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
相
談
を
希
望

す
る
場
合
は
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
予
約
相
談
の
受
付
は
「
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
年
金
事
務
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
約
相
談
希
望
日
の
１
ヵ
月
前
か
ら

前
日
ま
で
受
け
付
け
可
能
で
、
予
約
相

談
の
時
間
帯
は
、
月
～
金
曜
日
の
８
時

30
分
～
16
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料

　

第
１
号
被
保
険
者
で
、
将
来
、
よ
り

多
く
の
年
金
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
定
額
保
険
料
に
月
４
０
０
円
を
上

乗
せ
す
る
「
付
加
年
金
」
を
掛
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
額
（
２
０
０
円

×
掛
け
た
月
数
）
が
上
乗
せ
さ
れ
て
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
は
、
市
役
所
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
付
加
年
金
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
）

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

・
通
帳

・
印
鑑
（
認
め
印
）

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　
免
除
・
猶
予
制
度

　

思
い
が
け
な
い
災
害
や
失
業
な
ど
の

様
々
な
要
因
で
所
得
が
少
な
く
な
っ
た

な
ど
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な

い
状
況
の
と
き
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
審
査
の
基
準
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
や
扶
養
の
人
数
、
各

種
控
除
等
に
よ
り
ま
す
が
、
全
額
免
除
に

該
当
し
な
く
て
も
、
段
階
に
応
じ
て
一
部

免
除
（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
）

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
未
満
の
方
で

本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
学
生
の
方
で
は
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

・
学
生
証
ま
た
は
そ
の
写
し
（
学
生
の

方
）

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写

し
（
失
業
さ
れ
た
方
）

・
印
鑑
（
認
め
印
）

国
民
年
金
後
納
制
度

国
民
年
金
後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額

を
増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
は
、
過
去
５
年
以
内
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
年
金
を

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
は
後
納
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
納
制
度
が

利
用
で
き
る
期
限
は
平
成
30
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
納
制
度
の
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
０
３

−

０
０
４

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は

☎
03

−

６
６
３
０

−

２
５
２
５

受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

第
２
土
曜
日　

９
時
～
17
時

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
日
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

高
齢
任
意
加
入

　

60
歳
の
時
点
で
年
金
の
受
給
資
格
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
や
、

す
で
に
最
低
限
の
受
給
資
格
は
満
た
し

て
い
る
が
年
金
額
を
増
や
し
た
い
60
歳

以
上
の
方
は
、
任
意
加
入
し
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
格
期
間
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
の
ご
相

談
や
手
続
き
は
市
役
所
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の　

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

・
通
帳

・
金
融
機
関
お
届
け
印

日
本
年
金
機
構
へ
の

　
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ

一
般
的
な
年
金
相
談
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
・
年
金
事
務
所
の
予
約
相
談
受
付

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

−

05

−

１
１
６
５

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
掛
け
に

な
る
場
合

　

☎
03

−

６
７
０
０

−

１
１
６
５

受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

週
初
の
開
所
日　

８
時
30
分
～
19
時

　

第
２
土
曜
日　
　

９
時
30
分
～
16
時

※
第
２
土
曜
日
以
外
の
土
日
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

年
金
事
務
所
の

　
　
予
約
相
談
が
で
き
ま
す
！
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◆
投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
投
票
で
き
る
方

　
　

日
本
国
民
で
あ
り
、
平
成
11
年
３
月

27
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平
成
28
年
12
月

８
日
ま
で
に
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
て
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

で
す
。

◆
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
投

票
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
ま

た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

◎
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

　

３
月
10
日
㈮
～
３
月
25
日
㈯

		（
土
日
を
含
む
毎
日
）　

◎
投
票
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

◎
投
票
場
所

　

勝
浦
市
役
所
４
０
１
会
議
室

◆
最
近
転
居
し
て
来
ら
れ
た
方
へ

　
　

３
月
26
日
の
千
葉
県
知
事
選
挙
に
お

い
て
、
平
成
28
年
12
月
９
日
以
降
、
千

　

自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
や
自
主
的
に

組
織
さ
れ
た
地
縁
関
連
団
体
が
行
う
「
ま

ち
づ
く
り
活
動
」
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
平
成
27
年
12
月
に
創
設
し
た
住
民
主

導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
実
践
す
る

「
鵜
原
区
」
と
「
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
（
松
野
区
・

小
松
野
区
）」
に
よ
る
住
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
徴
や
地
域

性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
、
ま
た
、
そ
の

実
践
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を

踏
ま
え
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

３
月
26
日（
日
）は

千
葉
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す

葉
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
転

居
し
て
来
ら
れ
た
方
で
、
住
所
の
移
転

が
市
町
村
を
単
位
と
し
て
１
回
で
あ
る

こ
と
な
ど
所
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
こ
の
場
合
、
投
票
の
際
に
は
、

市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
旧
住
所
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用
紙
等
を
取

得
し
、
本
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

18
歳
以
上
の
有
権
者
の
み
な
さ
ん
、
大

切
な
一
票
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

勝
浦
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
４
７
０

−

73

−

６
６
４
７

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会
を
開
催
!!

～「
鵜
原
区
」・「
Ｚ
Ｐ
倶
楽
部
」に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
～

日
時３

月
19
日
㈰

13
時
30
分
～
16
時
を
予
定

場
所芸

術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

参
加
方
法

問
合
せ
先
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　

企
画
課
地
方
創
生
戦
略
班

☎
73

−

６
６
５
０

「
期
待
込
め
　
そ
の
手
に
託
す
　
こ
の
一
票
」（
統
一
標
語
）

鵜原区

ZP倶楽部
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千葉大学大学院園芸学研
究科　准教授。
京都大学建築系学科、同
修士課程修了。
ＪＲ東海に入社、名古屋
駅のＪＲセントラルタ
ワーズの計画・設計に携
わる。
千葉大学博士課程修了。
専門は都市および農村計
画学。
控えめで穏やかな印象だ
が、時に子どもっぽい。
趣味は自転車（ロードバ
イク）。

地
方
創
生

日
記

齋
藤雪彦

の

『
２
年
間
の
任
期
を

終
え
て
』

　

早
い
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
３
月
を
迎
え
、
月
末
で
勝

浦
市
で
の
地
方
創
生
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
任
期
が

満
了
と
な
り
ま
す
。

　

着
任
し
た
平
成
27
年
の
４
月

か
ら
は
、
漁
港
や
農
地
を
含
め

て
、
市
域
を
く
ま
な
く
ま
わ
り
、

地
域
の
方
々
の
話
を
伺
い
、
市

の
実
情
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
し
た
。
そ
の
年
の
夏
に
は
、

勝
浦
市
の
地
域
再
生
の
原
案
を

作
り
、
こ
れ
を
元
に
、
市
役
所

の
職
員
の
方
々
か
ら
出
て
き
た

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
地
方

創
生
の
た
め
の
総
合
戦
略
を
と

も
に
作
り
ま
し
た
。
秋
に
は
、

総
合
戦
略
の
目
玉
の
一
つ
で
も

あ
っ
た
「
勝
浦
市
住
民
主
導
型

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
立

ち
上
げ
、
平
成
28
年
の
初
め
か

ら
は
、
鵜
原
区
、
松
野
・
小
松

野
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
内
容
を
も
う

少
し
具
体
的
に
記
し
ま
す
。
平

成
28
年
の
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
地
域
の
宝
や
課
題
を
発
見

し
、
地
図
に
ま
と
め
る
と
と
も

に
、地
域
の
将
来
の
方
向
性
（
ビ

ジ
ョ
ン
）
を
考
え
ま
し
た
。
４

月
、
春
に
入
る
と
両
地
区
で
行

動
計
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。
道

の
駅
の
候
補
地
に
も
な
っ
て
い

る
松
野
・
小
松
野
区
で
は
、
地

域
と
し
て
道
の
駅
を
ど
う
考
え
、

関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
し

て
い
き
、
先
進
事
例
を
視
察
に

行
き
ま
し
た
。同
時
に
竹
を
使
っ

た
ま
ち
づ
く
り
で
有
名
な
大
分

県
竹
田
市
に
も
視
察
に
行
き
、

今
年
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
で
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
竹
灯
籠
の
数
を

増
や
し
た
「
里
あ
か
り
」
と
銘

打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鵜
原
区
で
は
、

観
光
客
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

理
想
郷
や
鵜
原
の
町
並
み
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
散
策

マ
ッ
プ
を
住
民
と
学
生
で
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
ほ
う

ち
ょ
う
餅
の
試
作
を
重
ね
、
今

年
の
２
月
か
ら
お
客
さ
ん
を
地

域
に
お
迎
え
し
て
、
こ
の
散
策

マ
ッ
プ
を
使
っ
て
実
際
に
歩
い

て
も
ら
っ
た
り
、
ほ
う
ち
ょ
う

餅
づ
く
り
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
両
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
全
て
に
関
わ
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
お
手
伝
い
を
学
生
と
と

も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
で
は
地
方
創
生
向

け
の
大
型
の
交
付
金
を
政
府
か

ら
も
ら
う
た
め
の
案
を
つ
く
り
、

い
た
だ
い
た
交
付
金
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
方
法
な
ど
に
つ

い
て
市
の
方
と
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
１

月
末
現
在
で
は
、
道
の
駅
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
各
種
報
告
会
の

準
備
を
す
る
と
と
も
に
、
勝
浦

の
美
し
い
風
景
を
残
し
、
顕
彰

す
る
た
め
の
仕
組
み
の
提
案
を

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
な
り
に
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
勝
浦
の
特
徴
を
捉
え
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
（
総

合
戦
略
の
原
案
づ
く
り
、
美
し

い
風
景
を
残
し
顕
彰
す
る
仕
組

み
の
提
案
な
ど
）、
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

く
こ
と
は
、一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
し
い
産
業
を
興

し
た
り
、
商
品
を
開
発
し
て
い

く
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
ら
ず（
ま

ち
づ
く
り
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
は

考
え
て
い
ま
す
が
）、「
餅
屋
は

餅
屋
」（
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
、

計
画
が
専
門
）
と
い
う
限
界
は

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
人
と
し
て
の
限

界
も
あ
り
、
予
算
を
管
理
し
て

事
業
を
執
行
し
て
い
く
と
い
う

面
で
は
、
市
の
仕
組
み
が
よ
く

わ
か
ら
ず
、
市
役
所
の
方
々
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
い
う
よ
り
は
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
い
う
役
割
に
留
ま
っ
て
い
た

か
と
思
い
ま
す
。
市
の
方
々
は

み
ん
な
親
切
で
良
心
的
で
し
た

が
、
私
の
能
力
不
足
や
出
勤
が

月
に
数
回
と
い
う
時
間
的
限
界

も
あ
り
、
で
き
る
こ
と
が
限
ら

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
反
省
も

あ
り
ま
す
。
立
場
は
大
学
に
戻

り
ま
す
が
（
地
方
創
生
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
は
な

く
）、
幸
い
な
こ
と
に
４
月
か
ら

も
様
々
な
形
で
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。
今
後
と
も
微
力
な

が
ら
勝
浦
の
地
方
創
生
を
お
手

伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

短
い
間
で
し
た
が
、
こ
の
連

載
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
あ
れ
、

読
み
ま
し
た
よ
ー
。」
と
言
わ
れ

た
と
き
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ

た
も
の
で
し
た
。
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Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　芸術文化交流センターＫüsteで２月５日、仕事
体験テーマパーク“カンドゥー”によるお仕事体験
コーナーを目玉に、子ども子育てフェスタが開催さ
れました。
　助産師に新聞記者、ホログラムメガネを作るめが
ね士、芳香剤を作る科学者、ペンファクトリーでは
サインペン作りなど、日頃なかなか接することのな
い職業に子どもたちはそれぞれ興味津々の様子で
した。
　会場には他にも、いつもは台所に立たないお父さ
んのための料理教室や、かわいい孫との付き合い方
を学ぶ孫育て講演会、ほっぺや手の甲にステキな星
やハートを書いてくれるボディペイントなどなど、
じぃじ・ばぁばから子どもまで幅広く一緒に楽し
めるコーナーが盛りだくさん！終了時間の１５時
を過ぎても、家に帰りたがらない子どもたちもちら
ほらと･･･。

　１月１９日、平成２８年度統計功労者表彰式が行われ、多年にわたり統計調査員として各種統計調査に尽力
された方々が表彰されました。

総 務 大 臣 表 彰

千葉県統計協会会長表彰

奥山幸子さん（出水）　 江澤幸枝さん（部原）　 鈴木智秀さん（中谷）

屋代充子さん（墨名）

大人になったら何になる！？

子ども子育てフェスタ
かつうら

統計調査に尽力

統計功労者表彰

ハート模様をボディペイント中

ちびっ子縁日。スーパーボールすくい

料理教室ではおいしいピザを作りました

ロボット（ペッパーくん）に興味津々
助産師体験。赤ちゃんの人形をお世話

7 KATSUURA 2017.3.3



Katsuura Topics

　２月１３日、川津区官軍塚慰霊碑前でハーマン号慰霊祭
が行われ、米国大使館領事部ジェームズ・オリアリー副領
事をはじめ、関係者などおよそ１００人が参列し、犠牲と
なった日米の乗組員を追悼しました。
　「ハーマン号を世に出す会」会長の猿田市長は「この勝
浦の地での不運な事故により亡くなられた方々の無念と、
最愛のご家族を失われたご遺族の方々の深い悲しみに思
いをいたしますと、哀惜の念に耐えません。心から哀悼の
誠を捧げるものであります」と、あいさつ。ジェームズ・
オリアリー副領事は「アメリカ人として、ここにいるみな
さま方が、１４８年前に失われたアメリカ人のことを今現
在もこうして心の中で想ってくれているということに心
から感謝いたします」と述べました。
　明治２年２月１３日、ハーマン号は熊本藩兵３５０人と
米国船員８０名を乗せ、函館の五稜郭に籠城する旧幕府軍
の討伐のため品川を出発しました。その日の深夜、川津沖
の岩礁地で暴風雨に遭い座礁沈没。地元の漁師たちも「関
東の鬼ヶ島」と恐れる場所での出来事でした。ハーマン号
の沈没に気づいた川津の住民は、夜を徹して救助活動にあ
たりましたが、２３０人あまりの尊い命が奪われてしまい
ました。
　この犠牲者を埋葬・供養し、明治１１年に「華

はな

立
たて

巌
いわ

碑」
として慰霊碑が建立されたのが現在の官軍塚です。以降、
現在に至るまで地元川津区では犠牲者の慰霊を続けてい
ます。（※ハーマン号に関する詳細は、市ホームページの
「官軍塚沖に眠る米国蒸気外輪船ハーマン号」をご覧くだ
さい。サイト内検索「ハーマン号」でヒットします）

　２月６日、国際武道大学で、カーリング日本選手権を優
勝したＳＣ軽井沢クラブ所属の両

もろ

角
ずみ

公
こう

佑
すけ

さんを講師に、特
別講演「武大魂～今もなお私を支える勝浦での生活～」が
行われました。両角さんは国際武道大学の卒業生で、４月
に行われるカーリング世界選手権に日本代表として出場
し、来年冬開催の平昌オリンピックの出場権をかけた戦い
に臨みます。出場が決まれば、国際武道大学初のオリンピック選手となります。
　講演を終えた両角さんに、勝浦での思い出を聞くと「在学中、カツオまつりに行ってカツオを買ってきて、仲間
たちとヘタなりにさばいて食べました。おいしかったです」と気さくに語ってくれました。４月の世界選手権に
向けての抱負を尋ねると「上位でなくともオリンピック出場の可能性はあるが、出場するからには表彰台を目指
したい」と力強く話してくれました。

時代を切り開こうとした勇士たちを追悼

ハーマン号慰霊祭

オリンピック選手誕生か！？

両角公佑さんによる特別講演

犠牲者をしのぶ参列者

あいさつをするジェームズ・オリアリー副領事

献花をする地元の方々

日本代表として世界選手権に挑む両角さん
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Katsuura Topics

　雪の舞う中、火山のように燃え上がる炎。それを見つめる人々。風情ある写真が撮れました。
　２月１１日、串浜海岸でカーサンデイが行われました。カーサンデイは、串浜地区の伝統行事で、竹やわらな
どをおよそ５メートルの高さに積み上げ、周囲には正月飾りや絵馬を奉納し、火を付けます。
　午後６時、地元の方々がたいまつを手に取り点火。参加者は、勢いよく燃え上がる炎に無病息災や海の安全を
祈願しました。寒空の下だというのに、熱さすら感じさせる大迫力の炎は圧巻の一言でした。

　こども館で２月１０日、乳幼児を対象とした「おひなさま作り」が行わ
れました。
　折り紙で作られたお内裏さまとお雛さまに、子どもたちはクレヨンで
表情を描いていき、仕上げはきれいなお花でデコレーション。かわいらし
い表情のひな人形が出来上がっていく中、子どもたちはみな真剣な表情
で作成に没頭してしました。
　出来上がったひな人形は、勝浦海中公園の「ちっちゃいひな祭り」で展
示されました。
　「おひなさま作り」は、こども館の「おひさまくらぶ」の行事として行わ
れました。同くらぶでは年間を通じて、おはなし会（絵本の読み聞かせ）
や誕生会など、乳幼児向けの楽しいイベントが開催されています。

無病息災や海の安全を祈願

カーサンデイ（火山台）

たくさんのかわいらしいひな人形

こども館「おひなさま作り」

燃え盛る炎に人々は祈りを捧げた

かわいいひな人形作り
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

入
札
結
果
の
公
表

◆
工
事
名 
◆
工
事
場
所 

◆
工
期

◆
落
札
業
者
名 
◆
契
約
金
額

○
災
害
復
旧
工
事
（
松
元
川
崎
谷
線

（
32
号
）
）

・
大
森
地
内

　

２
／
９
～
３
／
24

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

７
，
３
３
３
，
２
０
０
円

○
災
害
復
旧
工
事
（
官
軍
塚
沢
倉
線

（
13
号
）
）

・
川
津
地
内

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈱
石
兼
組

　

１
，
７
０
６
，
４
０
０
円

○
災
害
復
旧
工
事
（
芳
賀
市
野
川
線

（
31
号
）
）

・
芳
賀
地
内

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈲
三
上
工
務
所

　

２
，
５
９
２
，
０
０
０
円

○
災
害
復
旧
工
事
（
部
原
川
津
勝
浦

線
（
29
号
）
）

・
沢
倉
地
内

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

１
，
３
５
１
，
０
８
０
円

○
災
害
復
旧
工
事
（
小
白
木
原
小
谷

線
（
30
号
）
）

・
白
木
地
内

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

毎
年
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
を
目
的
と

し
た
『
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
Ｋ
Ｓ
Ｃ
）
』
を
国
際
武
道
大

学
の
協
力
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
新
し
い
交
流
の
場
と
し
て
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
「
器
械
運
動

教
室
」
「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
」
の

２
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
参

　

市
内
小
中
学
校
体
育
施
設
の
定
期

的
な
利
用
を
希
望
す
る
団
体
を
中
心

に
、
合
理
的
利
用
を
図
る
た
め
、
利

用
調
整
会
議
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
に
引
き
続
き
活
動
を
希
望

す
る
団
体
の
代
表
者
は
、
ご
出
席
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
に
活
動
を
希
望
さ
れ

る
団
体
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
新
規

登
録
な
ど
の
手
続
き
を
社
会
教
育
課

に
て
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
22
日
㈬　

18
時
か
ら

場
所　

市
役
所
５
階
第
一
委
員
会
室

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
目
的
に
年
間
を
通

じ
て
活
動
し
て
い
る
団
体

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

　

９
０
０
，
７
２
０
円

○
ト
ン
ネ
ル
照
明
改
修
工
事
（
墨
名

部
原
線
（
新
官
・
出
水
ト
ン
ネ

ル
）
）
外
１
箇
所

・
新
官
地
内　

外

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈲
島
野
電
気

　

２
，
９
４
８
，
４
０
０
円

○
避
難
路
照
明
設
置
工
事
（
豊
浜
小

学
校　

他
２
箇
所
）

・
新
官
地
先　

他
２
箇
所

　

２
／
９
～
３
／
21

　

㈱
間
宮
電
気
工
業

　

１
，
４
９
６
，
８
８
０
円

○
消
火
栓
小
口
修
繕
工
事

・
勝
浦
市
内　

全
16
箇
所

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈱
磯
本

　

４
３
０
，
９
２
０
円

○
自
転
車
置
場
設
置
工
事

・
浜
行
川
地
内
（
Ｊ
Ｒ
行
川
ア
イ
ラ

ン
ド
駅
敷
地
内
）

　

２
／
９
～
３
／
28

　

㈱
共
和

　

１
，
３
２
８
，
４
０
０
円

○
廃
水
処
理
施
設
維
持
管
理
委
託

（
長
期
継
続
契
約
）

・
新
戸
２
７
０
番
地
２

　

４
／
１
～
Ｈ
34
／
３
／
31

　

㈱
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
千
葉
支
社

　

１
，
６
８
４
，
８
０
０
円

○
北
中
学
校
及
び
興
津
中
学
校
物
品

輸
送
委
託

・
北
中
学
校
、
興
津
中
学
校
、
勝
浦

中
学
校

　

２
／
９
～
３
／
30

　

日
本
通
運
㈱
千
葉
南
支
店

　

１
，
０
８
０
，
０
０
０
円

○
可
動
式
机
及
び
可
動
式
椅
子
購
入

・
上
野
小
学
校
及
び
勝
浦
小
学
校

　

２
／
９
～
３
／
21

　

㈲
鈴
木
商
店

　

８
０
４
，
６
０
０
円

○
植
野
区
自
主
防
災
会
防
災
資
機
材

等
・
第
４
分
団
第
１
・
２
班
詰
所

　

２
／
９
～
３
／
24

　

㈱
清
水
商
会

　

９
５
６
，
７
７
２
円

○
消
防
団
詰
所
設
計
業
務　

第
３
分

団
第
５
班
（
守
谷
）

・
守
谷
地
内

　

２
／
９
～
３
／
30

　

㈲
千
葉
建
築
設
計
事
務
所

　

９
０
７
，
２
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

 　

☎
73

−

６
６
４
９

勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

参
加
者
募
集

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
器
械
運
動
教
室

日
時　

４
月
17
日
、
５
月
１
日
・
15

日
・
29
日
、
６
月
５
日
・
19
日
、

７
月
３
日
・
17
日

 

（
各
日
と
も
18
時
～
19
時
30
分
）

場
所　

国
際
武
道
大
学
５
号
館
体
操

場
対
象　

小
学
生
男
女
（
保
護
者
同
意

と
成
年
者
に
よ
る
送
迎
が
必
要
）

定
員　

35
名

参
加
料　

４
，
０
０
０
円

 

（
保
険
料
込
み
）

持
ち
物

①
運
動
が
で
き
る
服
装

②
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
ド

リ
ン
ク
、
救
急
用
品
な
ど

○
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

日
時　

４
月
11
日
・
25
日
、
５
月
９

日
・
23
日
、
６
月
６
日
・
20
日
、

７
月
４
日
・
18
日

 

（
各
日
と
も
18
時
～
19
時
30
分
）

場
所　

国
際
武
道
大
学
ラ
グ
ビ
ー
場

（
雨
天
時
：
５
号
館
体
育
館
）

対
象　

小
学
生
男
女
（
保
護
者
同
意

と
成
年
者
に
よ
る
送
迎
が
必
要
）

※
申
込
者
が
４
名
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

参
加
料　

４
，
０
０
０
円

 

（
保
険
料
込
み
）

持
ち
物

①
運
動
が
で
き
る
服
装
・
運
動
靴

（
雨
天
の
場
合
は
室
内
用
の
靴
）

②
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
ド

リ
ン
ク
、
救
急
用
品
な
ど

申
込
受
付

　

３
月
27
日
㈪
～
３
月
31
日
㈮

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

勝
浦
市
役
所
４
階　

社
会
教
育
課

　

窓
口

そ
の
他　

参
加
料
と
は
別
に
Ｋ
Ｓ
Ｃ

の
メ
ン
バ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
２
，

０
０
０
円
）
を
ご
購
入
い
た
だ
き

ま
す
。
（
す
で
に
Ｋ
Ｓ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
お
持
ち
の
方
は

購
入
不
要
で
す
）

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

学
校
体
育
施
設
開
放

利
用
団
体
調
整
会
議
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第１日曜日 ３月　５日

8：30～12：30第３日曜日 ３月１９日

第１日曜日 ４月　２日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

　

市
で
は
、
勝
浦
市
学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
登
録
要
綱
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
学
校
給
食
用
物

資
納
入
業
者
の
登
録
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

申
請
期
限

　

３
月
10
日
ま
で

 

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

提
出
書
類　

①
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

申
請
書

②
経
歴
書
・
定
款
な
ど

 

【
個
人
の
場
合
】

　

履
歴
書
ま
た
は
商
店
経
歴
書

 

【
法
人
の
場
合
】

　

定
款
お
よ
び
登
録
事
項
証
明
書

 

【
組
合
の
場
合
】

　

組
合
規
約
お
よ
び
組
合
員
名
簿
な
ら

び
に
責
任
者
の
明
示
さ
れ
た
も
の

③
納
入
実
績
一
覧
表

　

過
去
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
勝
浦
市
以
外
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
）
に
納
入
し
た
実
績
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
場
所
・
問
合
せ

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

☎
77

−
１
０
６
５

　

千
葉
県
に
は
犬
猫
に
関
す
る
相
談

が
年
間
２
万
件
以
上
、
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
夷
隅
保
健
所
に
も

「
犬（
猫
）を
飼
っ
て
い
る
が
、
自

分
が
年
を
と
っ
て
面
倒
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
引
き

取
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
相
談
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
年
間
約
３
，０
０
０

頭
の
犬
猫
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
、
飼
い
主
が
面

倒
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
引

き
取
ら
れ
た
、
ま
た
は
捨
て
ら
れ

た
動
物
達
で
す
。
保
護
さ
れ
た
犬

猫
達
に
新
し
い
飼
い
主
が
み
つ
か

る
よ
う
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、

現
実
に
は
半
数
以
上
が
殺
処
分
に

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

 

（
富
里
市
御
料
７
０
９

−

１
）

 【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

◆
基
礎
講
座
（
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

３
月
11
日
㈯

　
　
　

12
時
30
分
～
14
時

受
講
料　

無
料

募
集
人
員　

先
着
20
名
（
予
約
制
）

◆
実
技
講
座
（
飼
い
犬
同
伴
）

日
時　

３
月
11
日
㈯　

14
時
～
16
時

受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
税
別
）

募
集
人
員　

要
問
合
せ
（
予
約
制
）

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
番
号
を
聞

き
出
し
た
り
、
写
真
で
撮
っ
て
メ
ー

ル
で
送
ら
せ
る
な
ど
の
詐
欺
が
増
え

て
い
ま
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
か
左

記
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所

☎
０
４
３

−

２
５
１

−

７
２
１
４

千
葉
県
警
察
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー

☎
０
４
３

−

２
２
７

−

９
１
１
０

日
時 

４
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
、
５
月
７
日
・
14
日

　

（
す
べ
て
日
曜
）

場
所　

市
営
荒
川
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生

以
上

参
加
費　

３
０
０
円

募
集
人
数　

40
名
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
の
な
い
方
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

用
具　

ラ
ケ
ッ
ト
持
参

申
込
期
間　

３
月
13
日
㈪
～
３
月
31

日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課

　

☎
73

−

６
６
６
５

「
学
校
給
食
用
物
資
納
入

   
業
者
登
録
」
の
受
付

千
葉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
愛
護
事
業
（
３
月
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
公
共

職
業
訓
練
と
求
職
者
支
援
訓
練
の
２

つ
が
あ
り
ま
す
。
就
職
に
必
要
な
職

業
ス
キ
ル
や
知
識
を
習
得
す
る
た
め

に
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
訓
練
（
離

職
者
訓
練
）
そ
の
他
、
在
職
者
向
け

訓
練
、
学
卒
者
向
け
の
訓
練
の
ほ

か
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

と
し
た
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
詳
細
は

 
〈
千
葉
労
働
局
Ｈ
Ｐ
〉
ま
で

　
　

 http://chiba-roudoukyoku.
   jsite.m

hlw
.go.jp/

HPこ
れ
か
ら
犬
猫
を
飼
う
皆
さ
ま
へ

夷
隅
保
健
所
か
ら
の
お
願
い

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

現
在
、
犬
猫
の
平
均
寿
命
は
と
て

も
長
く
な
っ
て
お
り
、
15
年
以
上
生

き
る
こ
と
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
動
物
を
飼
う
と
き
は
、

最
後
ま
で
き
ち
ん
と
面
倒
を
見
ら
れ

る
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
自
分
で
世
話
が
出
来

な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
代
わ
り
に

面
倒
を
み
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
、
飼
い
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

目
の
前
に
い
る
仔
犬
・
仔
猫
は
と

て
も
可
愛
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、
自
分
が

飼
う
こ
と
が
そ
の
仔
達
の
幸
せ
に
な

る
の
か
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）

　

☎
73

−

０
１
４
５

 【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

日
時　

３
月
25
日
㈯

 

（
時
間
は
応
相
談
）

受
講
料　

無
料
（
予
約
制
）

 【
一
般
譲
渡
会
】

日
時　

３
月
９
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

受
付　

13
時
～
13
時
30
分

 

（
受
付
時
間
厳
守
）

費
用　

無
料

 【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

日
時　

３
月
11
日
㈯

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

◆
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

◆
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
詐
欺
が
急
増
中
！
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地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
３
月
17
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/m 連絡・問い合わせ先　勝浦市地域包括支援センター（介護健康課内）　☎７３－６６１５・６６１６

介護用品の橋渡しを行っております。
特におむつ類は大歓迎です！不要になった
介護用品がありましたらご連絡下さい！

みんなで元気
に

がんばってい
ます！！

広めよう！！勝浦いきいき元気体操！広めよう！！勝浦いきいき元気体操！

介護用品リサイクル

　紹介したグループに参加したい
方、「自分の地区でもやってみたい」
と思われた方など、希望があれば、
介護健康課健康管理係（☎７３－
６６１４）までご連絡下さい。職
員が「勝浦いきいき元気体操」の
説明に伺います。

　「勝浦いきいき元気体操」とは、調整できる「おもり」を手足につけ、音楽に合わせ、６種類の体操を行います。
そして、３ヵ月ごとに体力測定を行い、体操の成果を確認します。（詳細は広報かつうら２０１６年１１月１８日
号３ページに掲載）体操をすることにより、日常生活に必要な筋力・バランス能力をきたえることができ、健康
寿命を延ばすことにも期待がもてます。ぜひ、みなさんも「勝浦いきいき元気体操」をはじめてみませんか？
　勝浦市内には、自主活動として、５組のグループがこの体操に取り組んでいます。参加者からは「週に１回、
仲間と体操することをとても楽しみにしています」や、「日々の生活の中で、体操がもたらす効果を実感している」
といった、喜びの声も届いています。それでは、「勝浦いきいき元気体操」を行っているグループを紹介します。

これまで、全７回にわたり「健康寿命を延ばす」秘訣を
ご紹介してきました。日常生活の中に、一つでも取り
入れていただき、みなさんが健康でいきいきと過ごして
いただけたら、とてもうれしく思います。

活動場所：松部青年館
「近所のみなさんも一緒に体操
をしませんか？」

活動場所：部原青年館
「体操を始める前より歩ける距
離が長くなりました」

活動場所：保健福祉センター
「体操をきっかけに、楽しい集
いの場ができました」

活動場所：部原青年館
「立ち上がりが楽になり、毎日
が楽しくなりました」

部原有志会 部原ボランティア会

松部グループ 保健センターグループ（串浜） 参加申し込みについての注意

活動場所：教室内
「みんなで楽しく元気に活動を
続けています」

生花教室グループ（沢倉）
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